
三本木ひまわりの丘三本木ひまわりの丘

（1）

　
平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
が
、
六
月
一
日

「
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台
」
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
千
葉
副
会
長
が
開
会
を
宣
し
、

鍋
島
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
計
量
功
労
者

の
表
彰
に
移
り
、
宮
城
県
知
事
褒
賞
一
名
、

計
量
協
会
長
表
彰
二
名
、
同
褒
賞
三
名
計
六

名
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
、
受
賞
者

を
代
表
し
て
日
東
イ
シ
ダ
(株)
八
島
仁
氏
が
謝

辞
を
述
べ
、
宮
城
県
知
事
代
理
の
櫻
井
　
禎

経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
副
参
事

兼
課
長
補
佐
、
石
川
光
次
郎
宮
城
県
議
会
議
員
、

渡
辺
博
仙
台
市
議
会
議
員
か
ら
、
表
彰
者
へ

の
祝
辞
を
頂
き
表
彰
式
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
定
款
に
基
づ
き
鍋
島
会
長

が
議
長
に
就
き
総
会
議
事
の
審
議
に
入
り

ま
し
た
。

　
議
案
は
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
三
案

で
事
務
局
か
ら
説
明
が
な
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
三

号
議
案
で
は
、
役
員
の
一
部
選
任
が
あ
り
、

了
承
さ
れ
ま
し
た
。
（
後
掲
）

　
議
案
承
認
後
、
事
務
局
か
ら
公
益
目
的
支
出

計
画
の
実
施
、
三
十
年
度
の
事
業
・
収
支
予

算
計
画
、
今
年
秋
田
県
開
催
の
東
北
・
北
海

道
計
量
大
会
日
程
等
の
報
告
が
あ
り
、
笠
原

副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
知
事
か
ら
協
会
へ
の
祝
辞
と
し
て
、

昭
和
三
十
三
年
四
月
に
社
団
法
人
と
し
て
設

立
さ
れ
、
長
き
に
わ
た
り
計
量
法
の
普
及
啓

発
活
動
を
通
じ
、
県
民
の
計
量
文
化
の
向
上

に
努
め
ら
れ
た
業
績
を
挙
げ
、
本
日
の
第
六

十
一
回
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
お
祝
い
の

言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
計
量
制
度
は
、

研
究
活
動
・
商
取
引
・
そ
し
て
人
々
の
健
康

と
安
全
の
確
保
や
、
国
民
生
活
の
安
定
に
至

る
ま
で
、
広
範
囲
に
わ
た
り
そ
の
基
盤
と
な

る
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
県
と
し
て
も
適
正

な
計
量
行
政
の
推
進
に
努
め
て
行
く
こ
と
を

述
べ
ら
れ
、
結
び
に
当
協
会
の
発
展
と
会
員

へ
の
ご
健
勝
祈
念
が
あ
り
ま
し
た
。
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（2）

八
　
島
　
　
　
仁
　
氏

日
東
イ
シ
ダ（
株
）

三
　
浦
　
寿
　
樹
　
氏

星
　
　
　
　
　
亨
　
氏

ア
ズ
ビ
ル
金
門（
株
）東
北
支
店

日
東
イ
シ
ダ（
株
）

　
加
賀
谷
　
誠
　
一
　
氏

　
佐
々
木
　
啓
　
太
　
氏

　
引
　
地
　
　
　
類
　
氏

日
東
イ
シ
ダ
（
株
）

（
株
）
タ
ツ
ノ
東
北
支
店

（
公
財
）宮
城
県
公
害
衛
生

検
査
セ
ン
タ
ー

受賞者の方々受賞者代表謝辞

《
第
一
号
議
案
》

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
九
年
度
の
会
員
状
況
、総

会
・
理
事
会
等
の
主
要
会
議
、
計
量
思

想
普
及
啓
発
事
業
の
計
量
記
念
日「
２

０
１
７
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
主
任
計
量
者
試
験

講
習
会
及
び
・
同
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講

習
会
、
宮
城
県
工
業
材
料
依
頼
試
験

受
託
事
業
、
仙
台
市
指
定
定
期
検
査

機
関
事
業
、表
彰
事
業
、代
検
査
事
業
、

材
料
試
験
機
検
査
事
業
、
計
量
管
理

受
託
事
業
、
優
良
事
業
所
視
察
研
修

会
の
開
催
、
中
央
・
地
方
団
体
と
の
連

携
、
行
政
機
関
と
の
諸
会
議
、
広
報
活

動
等
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が

あ
り
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

《
第
二
号
議
案
》

平
成
二
十
九
年
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
事
業
活
動
収
入

九
七
、三
六
三
千
円

　
事
業
活
動
支
出

九
七
、八
二
九
千
円

　
以
上
の
事
業
活
動
等
の
決
算
報
告

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ

り
、監
事
か
ら
監
査
報
告
が
な
さ
れ
、

異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

《
第
三
号
議
案
》

役
員
の
一
部
専
任
に
つ
い
て

　
人
事
異
動
に
伴
い
辞
任
し
た
役
員

の
後
任
理
事
の
提
案
が
事
務
局
か
ら

提
示
さ
れ
、異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

（
新
役
員
）　

　
理
事
・
川
原
　
彦
造
　
氏

（
㈱
タ
ツ
ノ
東
北
支
店
）

　
理
事
・
橋
本
　
裕
之
　
氏

（
愛
知
時
計
電
機
㈱
仙
台
工
場
）

　
理
事
・
堀
江
　
　
誠
　
氏

（
東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱
）

　
理
事
・
松
倉
　
賢
一
　
氏

（（
一
社
）宮
城
県
計
量
協
会
）

　《
報
告
事
項
》

　
事
務
局
か
ら
以
下
の
報
告
が
あ
っ
た
。

①
公
益
目
的
支
出
計
画
実
施
報
告

　
一
般
社
団
法
人
移
行
時
に
課
せ
ら

れ
た
公
益
目
的
支
出
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
二
十
九
年
度（
六
年
目
）の
実
施

状
況
は
計
画
ど
お
り
遂
行
さ
れ
た
旨

の
報
告
が
あ
っ
た
。

　
平
成
二
十
九
年
度
公
益
目
的
支
出
額

一
、八
六
五
千
円

当
該
事
業
年
度
末
日
の
公
益
目
的

財
産
額

二
、二
三
四
千
円

　（
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
完
了
予
定
）

②
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

　
平
成
三
十
年
度
実
施
事
業
計
画
の

概
要
説
明
が
あ
っ
た
。（
後
掲
）

③
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算

　
平
成
三
十
年
度
収
支
予
算
に
つ
い

て
、次
の
と
お
り
説
明
が
あ
っ
た
。

　
事
業
活
動
収
入

九
五
、七
六
九
千
円

　
事
業
活
動
支
出

九
五
、三
九
九
千
円

④
計
量
功
労
者
の
表
彰

　
本
年
度
の
知
事
褒
賞
・
会
長
表
彰
・

同
褒
賞
受
賞
者
の
功
績
紹
介
が
あ
っ
た
。

⑤
平
成
三
十
年
度
東
北
・
北
海
道
計

量
大
会
等
日
程

　
今
年
度
の
東
北
・
北
海
道
計
量
大

会
は
、秋
田
県
開
催
で
、そ
の
日
程
等

の
紹
介
と
参
加
要
望
が
あ
っ
た
。

　（
日
程
後
掲
） 

⑥
平
成
三
十
年
度
優
良
事
業
所
視

察
研
修
会

　
優
良
事
業
所
視
察
研
修
会
の
日
程

及
び
研
修
事
業
所
の
紹
介
と
参
加
要

望
が
あ
っ
た
。



一
　
計
量
普
及
、啓
発
事
業

●
計
量
記
念
日
事
業

「
二
〇
一
八
み
や
ぎ
計
量
の
ひ
ろ
ば
」

の
開
催

●
計
量
管
理
優
良
事
業
所
等
の
視

察
研
修
会
開
催

●
計
量
証
明
事
業
の
主
任
計
量
者

試
験
講
習
会
及
び
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
講
習
会
の
開
催

●
計
量
に
係
る
資
料
の
作
成
配
布
、

情
報
の
提
供

二
　
指
定
定
期
検
査
事
業

●
仙
台
市
の
指
定
定
期
検
査
機
関

と
し
て
、
仙
台
市
内
の
特
定
計

量
器
（
質
量
計
）
の
定
期
検
査
を

実
施

　
　
今
年
度
検
査
対
象
区
域
は
、

若
林
区
・
宮
城
野
区
・
泉
区
の
約

一
、
四
〇
〇
戸
　
四
、
三
〇
〇
台

検
査
日
数
約
一
二
六
日

三
　
計
量
器
検
査
事
業

●
計
量
士
に
よ
る
検
査
事
業

　
計
量
行
政
機
関
に
代
わ
る
質
量

計
の
定
期
検
査
・
計
量
証
明
検

査
を
実
施

　
　
県
内
約
七
七
〇
事
業
所

　
　
二
、八
六
〇
台

●
計
量
器
校
正
事
業
・
材
料
試
験

機
検
査
事
業

　
　
質
量
計
の
校
正
や
一
軸
試

験
機
等
の
Ｊ
Ｃ
Ｓ
Ｓ
校
正
等
を

実
施

四
　
官
公
庁
受
託
事
業

●
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

の
工
業
材
料
依
頼
試
験
業
務
の

受
託

●
仙
台
市
の
商
品
量
目
・
特
定
計

量
器
等
の
立
入
検
査
補
助
業
務

及
び
基
準
分
銅
、
質
量
比
較
器

等
管
理
業
務
の
受
託

五
　
計
量
管
理
事
業

●
大
規
模
小
売
店
等
の
計
量
士
に
よ

る
計
量
器
の
検
査
及
び
商
品
量

目
の
適
正
計
量
管
理
業
務
の
実
施

●
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
の
郵
便
局
等

の
適
正
計
量
管
理
業
務
の
実
施

六
　
収
入
証
紙
売
り
さ
ば
き
事
業

●
宮
城
県
の
収
入
証
紙
売
り
さ
ば

き
機
関
と
し
て
、
材
料
試
験
・
計

量
器
検
定
検
査
等
の
申
請
者
へ

県
収
入
証
紙
の
販
売

七
　
計
量
行
政
並
び
に
関
係
機
関
諸

会
議

●
（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
諸

会
議（
東
京
）

●
計
量
記
念
日
全
国
大
会（
東
京
）

●
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会（
秋
田
）

●
東
北
六
県
計
量
士
協
議
会（
宮
城
）

●
全
国
計
量
士
大
会（
福
岡
）

●
計
量
行
政
、計
量
技
術
諸
会
議
等

八
　
計
量
関
係
情
報
の
提
供

●
計
量
情
報
・
会
員
情
報
及
び
協

会
活
動
状
況
を
機
関
誌
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
効
果
的
に
発
信

（3）

　
五
月
九
日（
水
）、日
東
イ
シ
ダ（
株
）

本
社
に
お
い
て
、（
一
社
）日
本
計
量
振

興
協
会
の
第
九
回
自
動
は
か
り（
自
動

重
量
選
別
機
）の
実
機
研
修
会
が（
株
）

イ
シ
ダ
か
ら
田
尻
祥
子
氏
を
講
師
に

迎
え
、東
北
六
県
の
計
量
士
二
十
三
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。自
動
捕

捉
式
は
か
り
等
が
検
定
開
始
に
な
る

こ
と
か
ら
、実
機
の
前
で
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、熱
心
な
質
問
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。（
自
動
は
か
り
の
検
定
時
期

は
最
終
ペ
ー
ジ
を
参
照
。）

《
研
修
内
容
》

一
．計
量
法
関
係
政
省
令
の
改
正

二
．自
動
は
か
り 

定
義
と
種
類

三
．イ
シ
ダ
が
製
造
・
販
売
し
て
い
る

自
動
は
か
り

・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ス
ケ
ー
ル

（
組
み
合
わ
せ
計
量
器
）・
自
動

計
量
機
・
ウ
エ
イ
ト
チ
ェ
カ
ー

（
自
動
重
量
選
別
機
）・
自
動
計

量
値
付
け
機

四
．今
後
の
自
動
は
か
り
の
計
量
管
理

五
．
自
動
捕
捉
式
は
か
り
の
検
定
と

修
理

改
正
J
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B
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参
考
】

　
平
成
三
十
年
度
第
二
回
計
量
証
明

事
業
主
任
計
量
者
試
験
と
、試
験
講
習

会
は
左
記
日
時
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

主
任
計
量
者
試
験

　（
実
施
機
関
：
宮
城
県
計
量
検
定
所
）

　 

平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日（
月
）

　
午
後
二
時
四
十
五
分
〜

午
後
三
時
四
十
五
分

主
任
計
量
者
試
験
講
習
会

　（
実
施
機
関
：（
一
社
）宮
城
県
計
量
協
会
）

　
平
成
三
十
年
十
月
二
十
二
日（
月
）

　
　
午
前
十
時
〜
午
後
二
時
三
十
分

※
詳
細
は
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
当
協
会
へ
ご
連
絡

下
さ
い
。

　
八
月
二
十
四
日（
金
）に
エ
ル
・
ソ
ー

ラ
仙
台
に
て
、一
般
計
量
証
明
事
業
主

任
計
量
者
の
、適
正
な
計
量
証
明
遂
行

の
た
め
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
習
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

（
主
催
：（
一
社
）宮
城
県
計
量
協
会
）

（
支
援
：
宮
城
県
計
量
検
定
所
）

計
量
証
明
事
業
主
任
計
量
者

講
習
会
の
お
知
ら
せ

計
量
証
明
事
業
主
任
計
量
者

講
習
会
の
お
知
ら
せ

計
量
証
明
事
業
主
任
計
量
者

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
（
一
社
）
日
本
計
量
振
興
協
会
で
は
、

計
量
の
普
及
啓
発
活
動
の
一
環
と
し

て
、
十
一
月
一
日
の
「
計
量
記
念
日
」

に
ち
な
み
、
小
学
生
を
対
象
に
〝

も

の
〝

を
計
る
こ
と
に
興
味
を
抱
き
、

新
し
い
発
想
を
生
み
出
す
き
っ
か
け

に
し
て
ほ
し
い
『
何
で
も
は
か
っ
て

み
よ
う
』
コ
ン
テ
ス
ト
の
募
集
が
今

年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
お
子
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

一
般
の
小
学
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
優
秀
作
品
及
び
優
秀
作
品
に
つ

い
て
は
、
十
一
月
一
日
開
催
の
計
量

記
念
日
全
国
大
会
（
東
京
）
に
お
い

て
表
彰
し
、
佳
作
に
つ
い
て
は
賞
状

及
び
記
念
品
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
大
会
事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　h
ttp
://w
w
w
.n
ik
k
eish
in
.o
r.jp
/
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本
県
計
量
行
政
の
推
進
に
当
た
り

ま
し
て
、
日
頃
よ
り
ご
支
援
・
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
月
一
日
付
け
で
宮
城
県
女
性
相

談
セ
ン
タ
ー
か
ら
異
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
狩
野
と
申
し
ま
す
。
計
量
行

政
は
初
め
て
で
す
が
、
消
費
者
行
政
、

保
健
福
祉
行
政
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の

業
務
経
験
等
も
活
か
し
な
が
ら
業
務

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
計
量
制
度
は
、
貨
幣
制
度

と
並
び
、
経
済
活
動
の
根
幹
を
な
す

重
要
な
制
度
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、

計
量
制
度
の
適
正
な
運
用
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
事
業
者
の
方
々
の
信
用

と
安
定
し
た
県
民
生
活
を
確
保
す
る
と

い
っ
た
両
面
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
貴
協
会
は
、計
量

法
の
普
及
、
計
量
の
改
善
指
導
、
技
術

の
研
究
及
び
交
流
等
を
目
的
と
し
て

昭
和
三
十
三
年
に
現
在
の
法
人
と
し

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
の
前
身
で

あ
る
（
社
）
日
本
度
量
衡
協
会
宮
城
県

支
部
の
大
正
六
年
の
設
立
か
ら
百
一

年
目
を
迎
え
ら
れ
、こ
れ
ま
で
長
き
に

わ
た
り
計
量
行
政
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
と
と
も
に
、重
要
な
役

割
を
担
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
現
在
、
計
量
制
度
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
計
量
法
施
行
後
の
技
術
の
進

展
や
計
量
行
政
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
等
に
対
応
す
べ
く
、
自
動
は
か

り
の
特
定
計
量
器
へ
の
追
加
や
新
た

な
指
定
検
定
機
関
制
度
の
導
入
、
検

定
証
印
、
定
期
検
査
証
印
等
の
表
示

方
法
の
見
直
し
等
と
い
っ
た
制
度
の

見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

計
量
検
定
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
う
い
っ
た
制
度
の
見
直
し
に
も
的

確
に
対
応
し
つ
つ
、
引
き
続
き
、
貴

協
会
と
も
良
好
な
関
係
を
保
ち
、
連

携
し
な
が
ら
適
正
な
計
量
の
確
保
に

向
け
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
貴
協
会
の
益
々
の
ご
発

展
と
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈

念
し
て
、
着
任
に
当
た
り
ま
し
て
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　平成30年度の優良事業所視察研修会は、去る6月27日（水）梅雨空の中、岩手県北上市の二か所の優良事業所について会員
17名の参加により行われました。
　最初の訪問先は、JR北上駅近くにある㈱東北佐竹製作所です。農業関連の乾燥機、籾摺機、選別計量機の製作やカントリーエレ
ベーター等の大型プラントを手掛けている会社です。
　従来は、大型機械等の量産を主としていましたが農産業の低迷と共にニーズに沿った多機種の製作に対応するため工場の
生産ライン等に改良を加え現在に至っているとのことでした。また、労働安全の面では各生産ラインに必要な作業主任者が配
置され事故等の未然防止対策が施されていました。
　東日本大震災により、特に東北南部地域は農地面積の減少、そして農業従事者の高齢化等が重なり農業経営が厳しい状況に
なっていることは否めません。しかしながら、昨今は行政による農業基盤整備事業の推進や多くの農業法人が設立されるなど
農産業の状況が変わりつつあります。この様なことからも同社の益々の活躍が期待されます。
　次に訪問したのは、北工業団地内にあるシチズン時計マニュファクチャ㈱の東北北上工場です。同社は、2013年7月に製造力
の再強化を目指し、グループ社と製造関連部門との統合により設立されました。東北北上工場では時計の各部品の生産及びそれ
らの部分組立等を行っており、時計本体の組み立ては別工場が担当しているとのことでした。
　工場内の各生産工程は殆んどがクリーンルーム化され、自動制御による生産のほか手作業による部分も多く見られました。
また、メタル鍍金ではゴルフクラブや釣具等の製品があったことに驚きました。
　製品の品質管理は、生産作業及び製品検査等において精密で熟練した技能が求められることから第三者機関による検定資格、
社内検定制度及び関連する資格取得を推奨し品質の確保、技術の継承に取組んでいました。
　昨今の働き方改革に繋がる従業員の育児環境整備として工場内に託児所が設置されていました。また、数多くの交流・親睦の
場が企画され職場環境の整備に取組まれていました。
　今回の視察研修は、多少天候の影響を受けたものの予定より早く進み帰路の車中では談笑しながら仙台に着き、平成30年度の
視察研修が無事に終了しました。

記：阿部  喜一　（公財）宮城県公害衛生検査センター
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平
成
三
十
年
七
月
二
十
七
日
、
エ

ル
・
パ
ー
ク
仙
台
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に

て
仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
主
催

の
夏
休
み
消
費
生
活
親
子
講
座「
作
っ

て
み
よ
う
！
棒
は
か
り
〜
身
近
な
計

量
器
〜
」
を
、
当
協
会
と
共
催
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。計
量
思
想
普
及
啓
発
の

一
環
と
し
て
、協
会
か
ら
講
師
派
遣
を

行
い
、小
学
生
十
八
名
及
び
そ
の
保
護

者
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
棒
は
か
り
の

工
作
を
し
ま
し
た
。簡
単
な
計
量
の
話

や
作
成
し
た
棒
は
か
り
で
実
際
に
野

球
ボ
ー
ル
や
お
菓
子
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
て
一
五
〇
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
に

計
っ
て
も
ら
い
、正
確
に
計
る
大
切
さ

と
身
近
な
は
か
り
を
作
る
楽
し
さ
を

実
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
様
な
教
室
へ
の
参
加
は
協
会

と
し
て
二
回
目
の
試
み
で
し
た
が
、今

後
も
計
量
の
社
会
基
盤
と
し
て
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　産業や経済、社会生活の中にある様々な計量についての
基盤を支えているのが計量法です。この計量制度の普及や社会
全体の計量意識の向上とこの制度の重要な役割を広く知って
いただくため、現在の計量法が施行された平成5年11月1日を
「計量記念日」と定め、経済産業省、全国の計量行政機関、計量
関係団体は計量思想普及啓発のイベントを開催しております。
　今年の本県の記念日事業は、仙台市八木山動物公園で『動物
と計量・ふれあいひろば』をテーマとして計量に関心を持って
いただくイベントを行いますので、たくさんの皆様のご来場を
お待ちしております。

　
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
去
る
七
月
六
日
（
金
）、
七
日

（
土
）
の
両
日
、
一
般
公
開
「
技
術
の

お
も
ち
ゃ
箱
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
般
公
開
は
主
に
県
民
、
特

に
青
少
年
を
対
象
と
し
て
技
術
と
ふ

れ
あ
う
場
を
提
供
し
、
来
所
さ
れ
た

皆
様
に
産
業
技
術
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
く
と
共
に
、
セ
ン
タ
ー
の
事

業
内
容
を
広
く
県
民
に
紹
介
し
、
ご

理
解
い
た
だ
く
た
め
に
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　
初
日
の
六
日
（
金
）
は
近
隣
の
小

学
生
を
招
待
し
て
、「
工
業
製
品
か

ら
食
品
ま
で
」
に
及
ぶ
当
セ
ン
タ
ー

の
設
備
・
機
器
を
利
用
し
た
「
も
の

づ
く
り
」
の
楽
し
さ
に
触
れ
な
が
ら

様
々
な
成
果
物
の
展
示
と
実
演
紹

介
・
事
業
紹
介
、
及
び
県
が
認
定
し

た
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
展
示
と
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。

　
七
日
（
土
）
に
は
セ
ン
タ
ー
内
に

配
置
さ
れ
て
い
る
当
協
会
泉
分
室
に

お
い
て
も
「
び
っ
く
り
！
鉄
が
切
れ

る
瞬
間
！
も
の
の
強
さ
を
調
べ
る
引

張
試
験
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
建

築
・
土
木
材
料
の
鉄
筋
の
引
張
試
験

の
実
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
普
段
目
に
し
な
い
、
建
物
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
る
建
築
材
料
で
あ
る
鉄

筋
の
説
明
か
ら
、
構
造
や
強
度
な
ど

の
説
明
等
、
実
演
を
行
い
つ
つ
テ
ー

マ
で
あ
る
「
び
っ
く
り
！
」
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
ま
た
、

同
時
開
催
と
し
て
「
み
や
ぎ
の
伝
統

工
芸
体
験
」
や
「
車
の
オ
ー
ト
ラ
イ

ト
の
仕
組
み
」
な
ど
の
催
し
物
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
鋳
物
教
室
な
ど
多
く

の
見
学
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
沢
山
の
展
示
品
や

実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
多

く
の
見
学
者
が
興
味
深
く
見
入
っ
て

お
り
好
評
の
う
ち
に
四
百
七
十
一
名

の
来
場
者
が
あ
り
終
了
し
ま
し
た
。
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地
球
温
暖
化
の
影
響
か
日
本
全
国
猛

暑
が
続
い
て
い
る
。埼
玉
県
熊
谷
市
で

は
、七
月
二
十
三
日
四
十
一
・
一
度
を

観
測
、二
〇
〇
七
年
八
月
に
当
時
の
国

内
最
高
気
温
四
〇
.
九
度
を
記
録
し

た
。二
〇
一
三
年
八
月
に
四
一
・
〇
度

を
記
録
し
た
高
知
県
四
万
十
市
に
抜
か

れ
た
が
、五
年
ぶ
り
に
一
位
に
返
り
咲

い
た
。

　

さ
て
地
元
仙
台
市
で
八
月
一
日
、観
測

史
上
最
高
気
温
を
更
新
す
る
三
七
・
三
度

の
猛
暑
日
を
記
録
し
た
。気
象
庁
に
よ
る

と
、従
来
の
歴
代
一
位
は
二
〇
〇
七
年
八

月
に
記
録
し
た
三
七
・
二
度
で
、十
一
年

ぶ
り
の
記
録
更
新
と
な
っ
た
。今
年
の
七

月
に
夏
日
に
な
っ
た
日
は
二
十
八
日
、う

ち
真
夏
日
と
な
っ
た
日
は
十
七
日
、平
均

気
温
は
二
十
五
・
五
度
で
あ
っ
た
。七
月

の
平
均
気
温
で
見
て
み
る
と
、統
計
が
あ

る
一
九
二
七
年（
昭
和
二
年
）は
二
十
三
・

四
度（
最
高
温
度
二
十
六
・
九
度
）、一
九

六
四
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、二
十

二
・
五
度（
最
高
気
温
は
二
十
六
・
二
度
）、

一
九
八
九
年（
平
成
元
年
）は
二
十
一
・
一

度（
最
高
気
温
は
二
十
四
・
一
度
）で
あ
っ

た
。最
近
テ
レ
ビ
な
ど
で
三
十
五
度
を
超

え
る
と「
命
に
か
か
わ
る
高
温
注
意
報
」

を
発
令
し
て
日
中
の
運
動
は
で
き
る
だ

け
控
え
、こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
、塩

分
不
足
に
も
注
意
し
て
熱
中
症
に
厳
重

に
警
戒
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。こ

れ
も
温
度
の
基
準
が
あ
っ
て
、そ
こ
か
ら

作
ら
れ
た
温
度
計
で
毎
日
の
く
ら
し
の

中
で
正
確
に
計
っ
て
、人
々
の
安
全
・
安

心
を
担
っ
て
い
る
大
切
な
計
測
器
で
あ

る
と
実
感
し
て
い
る
。

　春
は
菜
の
花
、夏
は
ひ
ま
わ
り
の
花
が

咲
き
乱
れ
る
斉
田
ひ
ま
わ
り
の
丘
六
ha

に
約
四
十
二
万
本
の
ひ
ま
わ
り
が
咲

き
誇
る
中
、「
ひ
ま
わ
り
祭
り
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。
丘
一
面
鮮
や
か
な
黄
色
に

染
ま
る
美
し
い
景
色
が
見
ら
れ
ま
す
。

　期
間
七
月
二
十
八
日
〜
八
月
十

五
日
ま
で
。

懇　親　会

改
正
内
容

一
．特
定
計
量
器
の
追
加

(一)
検
定
対
象
と
な
る
自
動
は
か
り

・
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
・
充
填
用

自
動
は
か
り
・
コ
ン
ベ
ヤ
ス

ケ
ー
ル
・
自
動
捕
捉
式
は
か

り
・
そ
の
他
の
自
動
は
か
り

二
．製
造
・
修
理
事
業
の
届
出

(一)
届
け
出
の
分
類

右
記
自
動
は
か
り
の
名
称
の

五
分
類

(二)
届
け
出
が
必
要
な
事
業
者

自
動
は
か
り
を
既
に
製
造
・
修

理
を
行
う
全
て
の
事
業
者

(三)
届
け
出
を
行
う
期
間

平
成
三
十
年
九
月
三
十
日
ま
で

三
．自
動
は
か
り
の
検
定
開
始

(一)
新
た
に
使
用
す
る
自
動
は
か
り

・
自
動
捕
捉
式
は
か
り

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

・
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
充
填
用

自
動
は
か
り
、
コ
ン
ベ
ヤ
ス

ケ
ー
ル平

成
三
十
二
年
四
月
一
日

(二)
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
自
動
は

か
り（
早
期
(一)
の
期
間
か
ら
自
発

的
に
受
け
る
こ
と
は
可
能
）

・
自
動
捕
捉
式
は
か
り

平
成
三
十
四
年
四
月
一
日

・
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
充
填
用

自
動
は
か
り
、
コ
ン
ベ
ヤ
ス

ケ
ー
ル平

成
三
十
五
年
四
月
一
日

四
．自
動
は
か
り
の
使
用
制
限
の
開
始
日

(一)
新
た
に
使
用
す
る
自
動
は
か
り

・
自
動
捕
捉
式
は
か
り

平
成
三
十
四
年
四
月
一
日

・
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
充
填
用

自
動
は
か
り
、
コ
ン
ベ
ヤ
ス

ケ
ー
ル平

成
三
十
五
年
四
月
一
日

(二)
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
自
動
は

か
り

・
自
動
捕
捉
式
は
か
り

平
成
三
十
七
年
四
月
一
日

・
ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、
充
填
用

自
動
は
か
り
、
コ
ン
ベ
ヤ
ス

ケ
ー
ル平

成
三
十
八
年
四
月
一
日

五
．検
定
の
主
体

(一)
検
定
申
請
を
受
け
付
け
て
検
定

を
実
施
す
る
機
関

・
産
業
技
術
総
合
研
究
所

・
指
定
検
定
機
関

六
．検
定
証
印
等
有
効
期
間
の
設
定

(一)
検
定
証
印
の
有
効
期
間

・
一
般
的
な
事
業
者
の
場
合
　

二
年

・
適
正
計
量
管
理
事
業
所
の
場
合

六
年

七
．
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
自
動
は

か
り
の
対
応

(一)
確
認
済
証
の
貼
付
に
よ
り
対
処

・
初
回
検
定
時
に
貼
付

・
産
業
技
術
総
合
研
究
所
、
指
定

検
定
機
関
が
貼
付

◎
指
定
検
定
機
関
制
度

一
．業
務
区
分
に
よ
る
業
務
内
容

器
差
検
定
を
中
心
に
行
う
指
定

検
定
機
関

二
．
実
施
対
象
と
な
る
特
定
計
量
器

の
区
分

・
非
自
動
は
か
り
、
燃
料
油
メ
ー

タ
ー
（
自
動
車
等
給
油
メ
ー

タ
ー
）、ホ
ッ
パ
ー
ス
ケ
ー
ル
、

充
填
用
自
動
は
か
り
、コ
ン
ベ

ヤ
ス
ケ
ー
ル
、自
動
捕
捉
式
は

か
り

三
．活
動
地
域
の
限
定

日
本
全
国
で
検
定
業
務
を
行
う

こ
と
が
原
則
で
あ
る
が
、地
域

ブ
ロ
ッ
ク
（
六
地
域
）
で
の
指

定
は
可
能

北
海
道
・
東
北
、
関
東
・
甲
信

越
、東
海
・
北
陸
、近
畿
、中
国
・

四
国
、九
州
・
沖
縄

◎
非
自
動
は
か
り
等
の
定
期
検
査
の

免
除
期
間
特
例
措
置
の
廃
止

・
免
除
期
間
の
特
例
三
年
は
廃

止
と
な
り
、定
期
検
査
の
免
除

期
間
は
平
成
三
十
一
年
四
月

以
降
検
定
証
印
等
の
年
月
が

付
さ
れ
た
も
の
は
定
期
検
査

免
除
期
間
が
一
律「
一
年
」。

◎
検
定
証
印
等
の
年
号
表
記
及
び
表

示
方
法
の
統
一

・
検
定
証
印
等
の
年
号
表
記
に
つ

い
て
、和
暦
表
記
か
ら
西
暦
表

記
へ（
一
部
特
例
あ
り
）

・
指
定
検
定
機
関
の
検
定
証
印

は
、は
り
付
け
印
に
よ
り
付
す

る
も
の
と
す
る
。

・
ア
ポ
ス
ト
ロ
フ
ィ（
，）表
記
も

西
暦
年
数
の
十
位
以
下
の
前

に
表
示
可
能
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